
平成28年度　評価委員会の開催内容

公 園 名 新潟県スポーツ公園 新潟県立植物園 大潟水と森公園

開 催 日 時 平成29年3月10日（金）　13時30分～15時00分 平成29年3月7日（火）　13時30分～16時00分 平成29年3月7日（火）　13時30分～15時15分

開 催 場 所 デンカビッグスワンスタジアム　会議室 植物園　花と緑の情報センター研修室 大潟コミュニティプラザ　会議室

委 員 5名 5名 5名

内 容
　新潟県スポーツ公園（園地、スタジアム、野球場）の管理運営
の実施状況及び利用状況、内部評価結果について説明。
　その後、意見、評価をいただいた。

　観賞温室等の施設見学を行った後、植物園の管理運営の実
施状況及び利用状況、内部評価結果について説明。
　その後、意見、評価をいただいた。

　大潟水と森公園の管理運営の実施状況及び利用状況、内部
評価結果について説明。その後、意見、評価をいただいた。
　オブザーバーとして、公園サポーター２名が参加。

評 価
意 見 要 望

・いつ行ってもきれいに管理されており素晴らしく、多く訪れる
　子ども達が安心して遊具で遊ぶことができる。公園内でホタ
　ルが観られることもPRできたらよい。
・野球場を利用する各団体のマナーや競技力が向上してい
　る。各団体との利用調整、指定管理者との調整もスムーズに
　行えている。
・全国大会レベルの大規模大会を数多く開催することができ、
　指定管理者には大変感謝している。健康づくりや国の医療
　費削減のための策として、利用者側としても様々な取り組み
　をしていきたい。
・スタジアムの有効活用のためにもコンサートを毎年開催でき
　るよう取り組んでほしい。
・Ｊリーグ開催時の公園駐車場について、一般の公園利用者
　が使用できるよう利用方法の改善をお願いしたい。

・植物園と健康をキーワードに、多くの県民が健康増進やスト
　レス解消の場として利用できるとよい。
・新潟にかかわりのある植物の収集保全は今後も進めてほし
　い。同様に新潟ならではの野生種についても紹介してほし
　い。
・展示手法も工夫され、植物の特性を活かした展示になてい
　る。チューリップ展で使用したチューリップを配布するなど、
　来園者への細かな配慮に感心した。
・国道からの誘導方法の充実が必要。シンボリックな街路樹
　や植物園らしい道路看板があるとよい。
・植物園は地域の自然とつながる素晴らしい環境であり、栽
　培植物と自生植物を見ることができる珍しい植物園である。
　広域的な協力体制を築き、貴重な自然を守ってほしい。
・植物の展示方法、パネルのデザインや配色などは回を重
　ねるごとに良くなっており、素晴らしい。解説パネルを展示
　前半に集中させ、後半は花を観賞できるようにするなどの
　配慮に感心した。

・広い公園であるにもかかわらず、非常に良く管理され、イベン
　トも数多く開催されている。更なる利用促進につながるよう工
　夫してほしい。
・朝日池に隣接していることもあり野鳥に関する問い合わせが
　多い。公園の管理エリアではないが、丁寧に対応されている
　ことは素晴らしい。
・大潟水と森公園は他に誇れる公園であり、公園通信やパンフ
　レットの潟町駅配置などで協力し、情報を広域的に発信して
　いきたい。
・大潟水と森公園内での松くい虫被害が気になる。樹幹注入
　など適切な対応をお願いしたい。
・ハクガンなど、ブログで発信している情報が大変参考になる。
・かっぱ伝説の看板設置に協力いただき感謝している。来園
　者も多く、園内もきれいに管理されている。
・子ども達がハチを刺激すると襲ってくることもあるので、ハチ
　対策には十分注意してほしい。
・花で修景するエリアと自然を残すエリアは分けてほしい。園
　内にテングス病に罹病した樹木が見られる。処理経費がか
　かるが、伝染病なので早めに対処してほしい。
・大潟水と森公園は園路が整備されており、車イスで園内全
　域をまわることができる。障がい者と一緒になって身体を伸
　ばして寝転べる芝生広場もよく使用させていただいている。
・利用者アンケートに「遊具がほしい」という要望はあるが、遊
　具を入れることで自然を楽しむということをしなくなる。教育
　的観点からも遊具の設置は避けてほしい。

内 部 評 価 点 Ａ（８７．２５点） Ａ（９６．０点） Ａ（８６．６点）

　内部評価点数の評価基準　　　　A:85点以上　　B:70～85点未満　　C:50～70点未満　　D:30～50点未満　　E:30点未満
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